
市民とともにつくり・育てる地域の水環境
Water environment in the region to grow with citizen
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持続可能な下水道に向けて

地域には水辺を「愛し・つくり・育てる」ヒトがいる
地域で活動する様々なヒトは多くの見識を有する「貴重な財産」

様々な市民との連携を通して、より地域に貢献できないか？

2

地域の資源を活用した新たな下水道

持続的発展が可能な社会の構築に貢献（新ビジョン）
地域のことは地域で考える仕組みをつくるために・・・
新たな下水道（「補完」「協働」）に向けた担い手探し

3

水環境を支える新たな担い手づくり

新たな担い手との関係づくり
お互いのニーズをマッチングさせる

Keywords ・・・情報 → 対話 → 共感 → 連携
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市民科学のスタートも対話から・・・

地域（市民・水環境）は何を望んているのか？何ができるのか？
河川事業者は・・・・・下水道事業者は・・・・・

いかに３者のニーズをいかにマッチングさせ、Win×Winを見い出すか

市民

下水道

事業者

河川

事業者
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対話から生まれる新たな手法

「下水道を核とした市民科学の育成モデル」の手応えを掴むために・・・
既成概念に捉われず、関係者による自由な対話が重要（Future Session）

「お互いが不完全な時の対話によって新たなモノが生み出される」

発想提案

 対話の開始
 課題・ニーズの

マッチング
 新たな価値創出
 それぞれのメ

リット確認

手法計画

 共創事業の創
出

 それぞれの役割
分担確認

 実現パター ンの
検討

事業の
具体化

 事業の具体化
 透明性、客観性

の確保
 地域経済活性

化への配慮
 想定されるリス

クヘッジ

事業改善

 安定的・効果的
な事業運営

 利用者の視点に
立った評価

 環境変化に対応
した事業検証と
見直し

 定期的・継続的
な効果測定と事
業改善
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しかし、連携の実現はそう簡単ではない
横浜市で進める公民連携の成功実績は全体の約４割

すべてが成立するわけではなく、不成立も多い
なぜならば「相手のあるコト」だから・・・

横浜市共創推進室HP（共創フロント） http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/kyoso/front/

実現数

提案数
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今回の成果をどこに置くか？

成果のイメージを共有することが大切！
ステークホルダーによって異なるニーズのマッチングの仕組みを発掘？

keywordは「生物多様性」「市民」「下水道」？

Discussion・・・

8


